
フットボールスタジアム検討協議会
第２回会議

令和８年５月２４日 総合グラウンドクラブ２階第一研修室
ＪＦＥ晴れの国スタジアム
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１ 開 会

２ 第１回会議の論点整理等

３ ファジアーノ岡山から視察前の説明
（ホームゲームにおける取組、運営上の課題等）
※ 新スタジアムの整備を推進する会代表那須岡山大学学⾧挨拶

４ ＪＦＥ晴れの国スタジアムの現地視察
（ホーム戦の運営状況、観戦環境等）

５ 試合観戦

６ 閉 会

次 第
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フットボールスタジアム検討協議会第１回会議の主な論点

①これからの議論の前提として、生き活きプランやスポー
ツ推進計画など県の計画を確認・共有すること。

②スタジアム整備に向けた合意形成の仕組みを検討するた
め、幅広く県民の意見を聴取すること。

③スタジアムの必要性やありたい姿を整理すること。
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①晴れの国おかやま生き活きプランと岡山県スポーツ推進計画

⑨生きがい・元気づくり支援プログラム

 第４次晴れの国おかやま生き活きプラン（※１）では４つ
の「重点戦略」を循環させることで「生き活き岡山」の
実現を目指している。

 「安心で豊かさが実感できる地域の創造」に向けた施策
の一つとして、第２次岡山県スポーツ推進計画（※２）で
「スポーツ立県おかやま」の発展＝誰もがともに「す
る」「みる」「ささえる」スポーツで「明るい笑顔の生
き活き岡山」を目標にしている。

※１県政の最上位に位置付けられる総合的な計画

（計画期間：2025～2028年度）

※２県のスポーツに関する計画 （計画期間：2023～2028年度）
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②県民の意見聴取（アンケート調査・意識調査）

目的

・賛成意見、反対意見等を問わず県民から多様な意見を集め、論点を整理することで、
協議会での今後の議論における検討材料とする。

・協議会においてスタジアム整備に向けた議論・検討が行われていることを県民に周知する機会
としても捉え、県民による議論への参加や「自分事化」を促す。

・賛成/反対の数や割合を調べるためのものではない。

広く県民に周知し、
議論への参加や「自分事化」を促す

検討協議会の今後の議論における
検討材料とする
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②県民の意見聴取（アンケート調査・意識調査）

実施方式

・アンケートでは、回答者の属性を明記した上で、無記名の自由記述式とする。
・ウェブアンケートを基本とする。県全域から幅広く県民の意見を聴取できるよう配慮する。
・地元大学等と協力・連携して実施する。

【回答者の属性】
年齢、性別、居住地（県内/県外、県南/県北）等

【自由記述欄】
スタジアム整備についてのお考えやご意見、期待、
懸念点などを、その理由も含めてご自由に記述くだ
さい。

ウェブアンケートの内容（イメージ） 県全域から幅広く意見聴取できるよう、実施形態や広報活動などに配慮
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②県民の意見聴取（アンケート調査・意識調査）

成果の活用イメージ

• 寄せられた意見については、様々な手法を活用した分析を行い、多様な意見を可視化する。
• 成果物は、協議会での議論、検討の基礎資料、討議論点とする。
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(株)ファジアーノ岡山スポーツクラブ
運営部部⾧(兼)新スタジアムグループ担当部⾧

渡邊 健司

ホームゲームにおける取組
運営上の課題

ファジアーノ岡山から視察前の説明
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次回開催予定

第３回会議

開催日 ：令和８年７月26日(日)

開催場所：岡山県庁３階大会議室
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